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1. 構成岩⽯モデルを推定�
2. 地震発⽣層下限の推定�
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⾃然地震データ解析�l  地殻構成岩⽯と断層下限の推定�
u  下部地殻・マントル捕獲岩の弾性波速度と地震波速度構造を⽐較するこ

とで地殻構成岩⽯を推定 
ü  秋⽥県⼀ノ⽬潟産捕獲岩の弾性波速度と東北地⽅の地震波速度構造を⽐較(Nishimoto et al, 2008) 
ü  福岡県⽞界島沖の⿊瀬産捕獲岩・佐賀県⾼島産捕獲岩の弾性波速度と九州地⽅の地震波速度構造を⽐

較（進⾏中） 
ü  島根県隠岐産捕獲岩の弾性波速度と中国地⽅⽇本海周辺の地震波速度構造を⽐較（進⾏中） 

⬇︎ 
u  三次元地震波速度構造(Matsubara&Obara,2011)を⽤いて⽇本列島全域

における地殻構成と上部地殻・下部地殻境界を推定（2-5-2との連携） 
⬇︎ 

u  本震の深さが明瞭で、滑り分布が明らかにされている断層について、地
震発⽣層の下限と地殻構成の関係について⽐較検討（2-5-1との連携） 
ü  2000⿃取県⻄部地震、2004中越地震、2005福岡県⻄⽅沖地震、2007年能登半島地震、2007中越

沖地震、2011⻑野県北部地震、2016熊本地震など（検討中） 

⬇︎ 
u  D90と温度構造の関係を検討（2-5-1,2-5-2との連携） 

⬇︎ 
u  上記の断層下限を説明する最も妥当なレオロジーパラメーターを検討

（2-5-1,2-5-2へフィードバック） 
ü  既存のレオロジーパラメーターの中から最も妥当なものを選別 
ü  捕獲岩のレオロジーパラメーターを室内実験で測定して、地震発⽣層の下限モデルを検討（捕獲岩産

地と近い場所で発⽣した2005福岡県⻄⽅沖地震を例として）（今後の課題） 



三次元地震波速度構造を⽤
いて地殻構成と下部地殻の
分布を推定�
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秋⽥県⼀ノ⽬潟産捕獲岩の弾性波速度と
東北地⽅の地震波速度構造の⽐較
(Nishimoto et al, 2008)から下部地殻は⾓
閃⽯はんれい岩・⾓閃⽯輝⽯はんれい岩�
から構成されると推定。 
地震波速度構造(Matsubara&Obara,2011)
のVp=6.5-7.0km/sの範囲を下部地殻とす
ると下部地殻層厚とモホ深度が既存地殻
構造探査結果と整合的である。 



三次元地震波速度構造を⽤
いて地殻構成と下部地殻の
分布を推定�
地震波速度構造(Matsubara&Obara,2011) 
 
Vp=6.5-7.0km/s：下部地殻 
 



能登半島地震 
(2007年3⽉25⽇，M6.9）�

本震の深さ   11km 
D90    10-12km 
滑り分布の下限深度  20km 

7.0�

6.5�

7.5�

上部地殻が薄く、下部地殻が⽐較的
浅く(深度15km付近)まで分布。 
中新世リフトの活動の痕跡と推定 



能登半島地震 
(2007年3⽉25⽇，M6.9）�

本震の深さ   11km 
D90    10-12km 
滑り分布の下限深度  20km 

Vp=6.5-7.0km/s：下部地殻�
Vp=7.0-7.5km/s:モホ遷移帯（沈積岩？）�

7.0�

6.5�
下部地殻�

マントル�

上部地殻�

7.25�

すべり下限は下部地殻内部 

下部地殻�

マントル�

上部地殻�

モホ遷移帯 
（沈積岩？）�

モホ遷移帯 
（沈積岩？）�



⿃取県⻄部地震 
（2000年10⽉6⽇，M7.3） �

本震の深さ    6km 
滑り分布の下限深度  17km  
D90     12-15km 

7.0�

7.5�

6.5�
下部地殻�

上部地殻�

沈積岩�



⿃取県⻄部地震 
（2000年10⽉6⽇，M7.3） �

本震の深さ   6km 
滑り分布の下限深度  17km  
D90    12-15km 

7.0�

7.5�

6.5�
下部地殻�

上部地殻�

沈積岩�



福岡県⻄⽅沖地震 
(2005年3⽉20⽇，M7.0）�

本震の深さ  9.5km 
滑り分布の下限深度  15km  



福岡県⻄⽅沖地震 
(2005年3⽉20⽇，M7.0）�

本震の深さ9.5km 
滑り分布の下限深度15km  

7.0�

7.5�

6.5�

下部地殻�

マントル�

上部地殻�



熊本地震(2016年4⽉14⽇，M6.5，
2016年4⽉16⽇，M7.3） 

本震の深さ  12km 
すべり下限  15km  



熊本地震(2016年4⽉14⽇，M6.5，
2016年4⽉16⽇，M7.3） 

本震の深さ   12km 
滑り分布の下限深度  15km  

7.0�
7.5�

6.5�
下部地殻�

マントル�

上部地殻�


